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開宴にあたり中原理事長・学長が挨拶を述べた
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バラにシルバーのリボン、�9�3回卒同級生の交歓 乾杯の発声は近藤校友会長

永年勤続者に表彰状授与

　
中
原
市
五
郎
先
生
に
よ
っ

て
明
治
四
十
年
、
一
九
〇
七

年
に
日
本
歯
科
大
学
が
創
立

さ
れ
て
一
一
二
年
に
な
る
。

こ
の
間
、
幾
多
の
災
害
、
ま

た
戦
災
が
あ
っ
た
が
、
日
本

歯
科
大
学
は
そ
れ
を
克
服
し

今
日
も
発
展
を
し
続
け
て
い

る
。
一
一
二
年
の
歴
史
、
歯

科
医
師
を
養
成
す
る
機
関
と

し
て
の
素
晴
ら
し
さ
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
一
方
で
過
去
か

ら
現
在
、
多
く
の
優
秀
な
人

材
を
歯
科
界
に
提
供
し
続
け

て
き
た
。
後
輩
の
先
生
も
ぜ

ひ
こ
れ
に
倣
っ
て
、
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
気
持
ち
を

も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
日
は
会
場
に
ジ
ュ
ビ

リ
ー
５
０
２
５
該
当
の

五
十
七
回
、
八
十
二
回
卒
業

の
先
生
方
が
た
く
さ
ん
出
席

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
念
式

典
の
特
別
参
列
制
度
は
今
か

ら
三
年
前
、
平
成
二
十
七
年

一
〇
九
周
年
の
と
き
が
は
じ

め
て
だ
っ
た
。
大
学
当
局
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ぜ
ひ
先
生
方
に
は
学
内
の
施

設
を
見
学
さ
れ
、
母
校
の
素

晴
ら
し
さ
を
堪
能
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
校
友
会
で
は
現
在
、
東
京

と
新
潟
の
短
期
大
学
の
卒
業

生
を
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち

で
と
り
い
れ
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。
オ
ー
ル
日
本
歯

科
大
学
と
い
う
考
え
方
か
ら

短
大
の
歯
科
衛
生
学
科
、
歯

科
技
工
学
科
の
卒
業
生
の
み

な
さ
ん
を
、
日
本
歯
科
大
学

校
友
会
の
一
員
と
し
て
迎
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　
日
本
歯
科
大
学
は
他
の
歯

科
大
学
と
ど
こ
が
違
う
か
、

そ
れ
は
他
の
ど
こ
の
大
学
も

真
似
で
き
な
い
先
見
性
と
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ

た
指
導
者
の
も
と
に
あ
る
か

ら
だ
。
こ
れ
が
発
展
の
原
動

力
に
な
っ
て
い
る
と
私
は
確

信
し
て
い
る
。
日
本
歯
科
大

学
校
友
会
九
千
人
の
会
員
は

母
校
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
誓
い
、ご
挨
拶
と
す
る
。

　
学
生
時
代
の
六
年
と
大
学

院
四
年
間
を
加
え
る
と
計

四
十
年
、
人
生
の
半
分
以
上

を
日
本
歯
科
大
学
で
過
ご
し

て
い
る
こ
と
に
私
自
身
驚
い

て
い
る
。
私
は
三
十
年
前
、

東
京
校
で
社
会
人
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
新
潟
に
移
っ

た
の
は
今
か
ら
十
二
年
前
の

こ
と
で
、
表
彰
は
身
に
余
る

光
栄
で
、
こ
の

三
十
年
を
振
り

返
る
よ
い
機
会

と
な
っ
た
。

　
教
員
と
な
っ

て
以
来
、
大
学

を
通
じ
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の

方
々
と
出
会

い
、
先
輩
た
ち

と
あ
る
い
は
同
輩
や
後
輩
の

み
な
さ
ん
方
か
ら
多
く
の
こ

と
を
教
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
し
た
。
今
年
三
月
に

渡
米
し
た
際
に
も
、
現
在
の

歯
科
材
料
の
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
将
来
の
患
者
さ
ん
が
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
材
料
の

開
発
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
す
ご
せ
た
。
こ
れ
か
ら
も

人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
ま

た
こ
れ
か
ら
起
こ
る
新
し
い

未
来
の
材
料
の
開
発
を
期
待

し
た
い
と
思
う
。

（
新
潟
生
命
歯
学
部
歯
科
理

工
学
講
座
　
大
熊
一
夫
）

☆
三
十
年
勤
続
表
彰

〈
生
命
歯
学
部
〉

戸
円
智
幸
（
共
同
利
用
研
究

セ
ン
タ
ー
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

大
熊
一
夫
（
歯
科
理
工
学
講

座
）

永
年
勤
続
者

桑
野
結
香
（
耳
鼻
咽
喉
科
学
）

永
井
政
義
（
用
度
営
繕
部
）

〈
新
潟
病
院
〉

小
田
典
子
（
看
護
科
）

☆
二
十
年
勤
続
表
彰

〈
生
命
歯
学
部
〉

田
中
と
も
子
（
歯
周
病
学
講

座
）

星
川
由
利
子
（
用
度
営
繕
部
）

〈
附
属
病
院
〉

大
津
光
寛
（
総
合
診
療
科
１
）

代
田
あ
づ
さ
（
総
合
診
療
科

１
）

山
瀬
　
勝
（
総
合
診
療
科
２
）

小
川
智
久
（
総
合
診
療
科
２
）

新
田
俊
彦
（
総
合
診
療
科
２
）

藤
城
建
樹
（
口
腔
外
科
）

揚
　
秀
慶
（
小
児
歯
科
）

安
藤
真
紀
（
歯
科
衛
生
士
室
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

吉
田
　
豊
（
院
務
部
）

〈
新
潟
病
院
〉

石
本
亜
砂
子
（
放
射
線
科
）

桃
井
千
可
（
薬
剤
科
）

関
根
千
恵
子
（
歯
科
衛
生
科
）

〈
医
科
病
院
〉

竹
内
い
づ
み
（
看
護
科
）

　
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
で

は
、
卒
後
五
十
年
・
二
十
五

年
の
校
友
会
員
を
対
象

に
、
創
立
記
念
式
典
特
別

参
列
制
度（
ジ
ュ
ビ
リ
ー

５
０
２
５
）
を
行
っ
て
お

り
、
本
年
は
五
十
七
回
卒

二
十
六
名
、
八
十
二
回

二
十
六
名
が
参
列
し
た
。

　
本
年
で
四
年
目
と
な
る

が
、
毎
年
各
々
ゴ
ー
ル
ド
と

シ
ル
バ
ー
の
バ
ッ
ジ
、
卒
業

時
の
日
本
歯
科
大
学
新
聞
コ

ピ
ー
を
贈
呈
し
て
い
る
。
本

年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
式

が
掲
載
さ
れ
た
一
九
六
八

年
（
昭
和
四
十
三
）
四
月

三
十
日
号
の
第
二
一
二
号
、

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
三

月
三
十
一
日
号
の
四
六
一
号

の
コ
ピ
ー（
左
）
を
贈
っ
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
創
立

一
一
二
周
年
記
念
式
典
祝
賀

会
は
、
午
後
一
時
よ
り
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ

ン
ト
「
悠
久
の
間
」
で
開
催

さ
れ
た
。

　
開
宴
に
あ
た
り
中
原
理

事
長
・
学
長
は
「
本
日
は

ジ
ュ
ビ
リ
ー
の
五
十
七
回
、

八
十
二
回
の
方
が
た
に
お
集

ま
り
い
た
だ
い
た
。
さ
き

ほ
ど
か
ら
頭
に
あ
っ
た
の

は
、
私
の
妹
の
中
原
リ
ザ
子

が
五
十
七
回
で
、
矯
正
の
教

授
だ
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
新

潟
の
理
工
の
小
倉
英
夫
君

も
同
じ
五
十
七
回
で
、
彼
ら

が
天
国
か
ら
今
日
の
祝
賀
会

を
見
て
い
る
の
か
な
と
、
そ

ん
な
気
持
ち
で
い
た
。
私
が

五
十
四
回
な
の
で
、
五
十
七

回
の
先
生
方
は
、
見
覚
え
の

あ
る
顔
も
あ
る
し
、
全
く
見

覚
え
の
な
い
方
も
お
ら
れ

る
。
一
方
、
八
十
二
回
と
な

る
と
東
京
と
新
潟
の
二
つ
の

学
部
な
の
で
、
な
か
な
か
個

人
の
顔
を
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
か
し
こ
う

や
っ
て
お
会
い
で
き
た
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　
次
い
で
近
藤
校
友
会
長

が
乾
杯
の
発
声
に
立
ち
、

「
今
日
は
一
一
二
年
記
念
式

典
で
、
永
年
勤
続
二
十
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
、
名
誉
教

授
の
先
生
が
た
も
た
く
さ
ん

お
い
で
に
な
っ
た
。
ジ
ュ
ビ

リ
ー
の
先
生
は
五
十
七
回
と

八
十
二
回
で
二
十
五
も
年
の

差
が
あ
る
が
、
母
校
を
中
心

に
せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
る

の
で
、
互
い
に
語
り
あ
っ
て

素
晴
ら
し
い
会
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
」
と
述

べ
、
参
会
者
一
同
が
乾
杯
し

た
。

　
な
ご
や
か
に
歓
談
が
続
く

中
、
あ
ち
こ
ち
で
同
級
生
同

士
の
和
が
広
が
る
。
三
ッ
林

裕
巳
附
属
病
院
副
院
長
の
挨

拶
、
藤
井
一
維
新
潟
生
命
歯

学
部
長
の
中
締
め
で
閉
宴
し

た
。
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△

中
締
め
は
藤
井
一
維
理
事

△

三
ッ
林
附
属
病
院
副
院
長

△

57
回
卒
の
石
川
文
一
先
生
か
ら

　
日
本
歯
科
大
学
奨
学
基
金
の
贈
呈
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本
学
の
姉
妹
校
で
あ
る
タ

イ
・
バ
ン
コ
ク
の
マ
ヒ
ド
ン

大
学
歯
学
部
は
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
、
六
月
六
日
・
七

日
の
両
日
、
創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

生
命
歯
学
部
か
ら
は
羽
村
章

前
歯
学
部
長
、
新
潟
生
命
歯

学
部
か
ら
は
、
藤
井
一
維
歯

学
部
長
の
代
理
と
し
て
筆
者

が
出
席
し
た
。

　
六
月
三
日
（
日
）
羽
田
発

午
前
十
時
半
の
便
で
六
時
間

半
の
フ
ラ
イ
ト
後
、
午
後
二

時
五
十
分
に
バ
ン
コ
ク
・
ス

ワ
ナ
プ
ー
ム
空
港
に
到
着
し

た
。
時
差
は
二
時
間
あ
る
。

飛
行
機
を
降
り
る
と
当
地
は

雨
期
で
、
気
温
三
十
三
度
、

湿
度
七
十
五
％
、
独
特
の

種
々
な
匂
い
が
混
ざ
っ
た

〝
む
あ
っ
〟
と
し
た
空
気
が

漂
う
。

　
六
月
六
日
（
水
）、
宿
泊

先
のSukosol

ホ
テ
ル
か
ら

用
意
さ
れ
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
マ
ヒ
ド
ン
大
学
歯
学
部
病

院
へ
、
八
時
四
十
分
到
着
。

直
ち
に
五
階
のSom

porn 
Ruengpaka Room

で
受

け
付
け
を
済
ま
せ
た
。

　
日
本
か
ら
は
本
学
の
ほ
か

歯
学
部
六
校
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
演
者
と
し
て
大
阪
医
科

大
学
の
植
野
髙
章
教
授
が
招

か
れ
て
い
た
。
海
外
か
ら
は

ア
メ
リ
カ
・
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ

ア
大
学
、
香
港
大
学
、
韓
国

の

延

世

大

学
、
慶
熙
大

学
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ラ
オ

ス
等
の
国
々

の
大
学
歯
学

部
長
ら
が
出

席
し
、
記
念

式
典
と
併
わ

せ
て
特
別
講

演
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
た
。

　
午
前
九
時
か
ら
の
特
別

講

演

で

は
、「D

isital 
technology in Education

」

の
演
題
で
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
大
学
の
歯
学
部
長 Prof. 

D
r. D

enis K
inane

が
、

「N
atural sm

ile vs 
photo sm

ile

」
の
演
題
で
、

ト
ル
コ
のA

ssit. Prof. Dr. 
Cugdas K

islaoglue

が
講

演
し
た
。

　
午
後
一
時
前
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、

病
院
四
階
の
記
念
式
典
会
場

に
入
室
。
会
場
内
で
の
注
意

と
式
典
で
の
式
次
第
の
説
明

の
後
、
午
後
二
時
よ
り
式
典

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
病

院
は
休
み
で
、
式
場
に
は
前

マ
ヒ
ド
ン
大
学
歯
学
部
長

Prof. Dr. Som
sack 

を
は

じ
め
歴
代
の
歯
学
部
長
が
前

列
に
、
そ
の
二
列
目
に
現
在

の
歯
学
部
の
教
授
、
三
列
目

に
海
外
か
ら
の
招
待
者
が
並

ん
だ
。
左
右
両
脇
に
は
病
院

の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
、
学
生

が
整
列
し
た
。
マ
ヒ
ド
ン
大

学
関
係
者
は
男
性
も
女
性
も

タ
イ
で
の
王
室
に
拝
謁
す
る

と
き
の
正
装
で
あ
る
白
い
服

を
着
用
し
て
い
た
。

　
午
後
二
時
に
タ
イ
の
国

歌
と
と
も
に
プ
リ
ン
セ
ス

M
aha Chakri Sirindhorn

（
マ
ハ
ー
・
チ
ャ
ク
リ
ー
・

シ
リ
ン
ト
ー
ン
王
女
殿
下
）

が
入
場
し
、
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
マ
ヒ
ド
ン

大
学
関
係
者
、
海
外
か
ら
の

招
待
者
一
人
一
人
が
王
女
殿

下
に
拝
謁
し
、
式
典
出
席
へ

の
お
礼
の
書
面
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
は
殿
下
か
ら
の
贈

り
物
の
引
換
券
で
も
あ
り
、

後
で
五
十
周
年
の
記
念
品
を

受
け
取
っ
た
。
王
女
殿
下

は
、
創
立
五
十
周
年
を
記
念

し
て
病
院
内
に
開
設
さ
れ
た

高
齢
者
歯
科
診
療
室
見
学
の

た
め
一
旦
退
場
。
つ
い
で
参

列
者
た
ち
と
と
も
に
病
院
一

階
ロ
ビ
ー
で
記
念
写
真
を
撮

影
し
た
。

　
午
後
三
時
よ
り
パ
ー

ト
２
と
し
て
ト
ル
コ
の

A
ssit. Prof. D

r. Cugdas 
K

islaoglue

が
「Clinical 

application

」
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

　
午
後
五
時
か
ら
は
病
院

の
八
階
で
歓
迎
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
タ

イ
の
民
族
舞
踊
が
披
露
さ
れ

た
あ
と
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学

歯
学
部
長Professor Dr. 

W
aranun Buajeeb

が
歓

迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
招
待

者
た
ち
は
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
一
人
ひ
と
り
が
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
、W

aranun 
Buajeeb

歯
学
部
長
に
記
念

品
を
渡
し
、
午
後
七
時
に
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
は
閉
宴
し
た
。

（
新
潟
生
命
歯
学
部
歯
科
補

綴
学
第
二
講
座
　
渡
邉
文
彦
）

　
新
潟
の
医
の
博
物
館
は
、

平
成
元
年
九
月
に
開
館
し

て
本
年
で
三
十
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
九
月
十
一
日

（
火
）
よ
り
十
七
日
（
月
・

祝
日
）
ま
で
の
一
週
間
、
特

別
展
「
浮
世
絵
と
西
洋
版
画

に
み
る
歯
磨
き
と
口
も
と
」

（
仮
題
）
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
本
学
医
の
博
物
館
や
神
奈

川
県
歯
科
医
師
会
・
歯
の
博

物
館
で
所
蔵
す
る
浮
世
絵
や

西
洋
版
画
な
ど
を
、新
潟
キ
ャ

ン
パ
ス
の
八
号
館
特
設
会
場

に
お
い
て
一
般
公
開
す
る
。

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か

け
て
、
浮
世
絵
師
た
ち
は
女

性
が
歯
を
磨
い
て
い
る
と
こ

ろ
、
化
粧
す
る
姿
な
ど
を
好

ん
で
題
材
に
し
た
。
ま
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
未
だ
麻
酔

が
普
及
し
な
い
時
代
、
歯
痛

で
苦
し
ん
だ
り
、
抜
歯
す
る

諷
刺
画
が
描
か
れ
、
銅
版
や

木
版
、
リ
ト
グ
ラ
フ
な
ど
の

版
画
が
多
数
印
刷
さ
れ
た
。

　
上
の
図
版
左
は
、
歌
川
国

貞
「
見
立
十
二
乃
気
候
　
爵

入
大
水
為
蛤
（
す
ず
め
大
水

に
入
り
て
ハ
マ
グ
リ
と
な

る
）
」
で
、
お
歯
黒
す
る
女

性
を
描
い
て
い
る
。
右
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
ド
ー
ミ
エ
「
な

ん
て
頑
固
な
歯
だ
」
で
、
下

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
抜
か

れ
た
臼
歯
や
、
当
時
の
抜
歯

器
具
の
「
歯
鍵
」。

　
わ
が
国
の
医
学
系
学
会
で

は
、
最
古
の
歴
史
を
も
つ
日

本
解
剖
学
会
の
第
一
二
四
回

総
会
が
、
二
〇
一
九
年
（
平

成
三
十
一
）
の
三
月
に
、
新

潟
市
中
央
区
の
朱
鷺
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
る
。

　
本
学
新
潟
生
命
歯
学
部
解

剖
学
第
一
講
座
の
影
山
幾
男

教
授
が
会
頭
、
笹
川
一
郎
教

授
と
石
山
巳
喜
夫
教
授
が
副

会
頭
。　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
解
剖
学
の
原
点
回
帰
」。

　
一
八
九
三
年（
明
治
二
十
六
）

に
創
立
さ
れ
た
日
本
解
剖
学

会
の
総
会
は
、
新
潟
で
の
開

催
は
三
回
目
、
歯
科
大
学
で

は
二
回
目
と
な
り
、
こ
こ
十

年
の
演
題
数
は
、
毎
回
六
～

七
〇
〇
題
に
及
ん
で
い
る
。

日
本
解
剖
学
会

来
年
三
月
新
潟
で
開
催

マ
ヒ
ド
ン
大
学
歯
学
部
創
立
50
周
年

浮世絵と西洋版画にみる歯磨きと口もと

9月11日（火）～17日（月・祝）医の博物館30周年記念展

△
マ
ヒ
ド
ン
大
学
歯
学
部

　
創
立
50
周
年
の
シ
ン
ボ

　
ル
マ
ー
ク

シリントーン王女殿下と外国からの賓客（マヒドン大学歯学部附属病院１階ロビー）

マヒドン大学提供（上写真も）：タイでは王室の方々との記念撮影は一般人に許可されていない

王女殿下に拝謁する筆者

羽
村
・
渡
邉
教
授
が
列
席


